
日本武道医学研修道場
 

最近、雑誌等で日本武道医学研修道場を開設したかのように自分の肩書きに書いている人物がいる

が、嘘をついて世間を騙して自慢するのは笑止千万。無論、本当に常識のある人ならば，決して肩

書き等に拘らないし、また他の団体の名称を勝手に使ったりすることはしない。

当然、調べもせずに登場する人物の履歴を記載する雑誌編集者と発行者の責任も問われる。

武道医学と日本武道医学研修道場は，昭和３０年代に中山先生によって命名された名称であり、

その記録は日本初の柔道整復新聞に記載されている。柔道整復新聞は，昭和２５年に中山先生に

よって日本初の柔道整復の新聞として創刊された。

柔道整復新聞は，125号まで発行された。

 

昭和４０年代の武道医学研修道場の様子
後列、右側の黒い道着の人物は、柳生心眼流の島津兼治氏

島津兼治氏は，わずか数回しか中山先生の教えを受けていない。
 
 
 
島津氏は1973年に品川区五反田で倉庫を借りて、「日本武道研修道場」を開設したことがある。

本人は日本武道医学研修道場を開設したと肩書きに偽装しているが，画像１に見えるように、

当時の講習会案内にははっきりと武道研修道場の文字が記載されている。当時、中山先生の他、

正木流の名和氏およびその他数人の武術家を招いて古武術と古武器の講習会を開いた。

画像２は当時の中山先生のスケジュールである。ちなみに、講習会は島津さんの金銭的な事情により、

一度限りで終わってしまい、道場も閉鎖されることになった。

尚、平成８年において、島津氏は武道医学と中山先生との出会いについて，

「菊」という刀剣雑誌上に詳しく記載している記事を読めば、上記の事実を判明できる。（画像３，

４）。



画像（１）1973年
 

画像（２）1973年
 
 
 
 



 
 
 

画像３
 

画像４
画像４にある写真は，上記の1973年の講習会において、
休憩中の中山先生と島津氏と他の先生との一場面である。

 
 
中山先生が開設した武道医学研修道場の参加資格は先生の教えを受けた柔道整復の学生または卒業者の

みでした。

現在も中山先生の意思を尊守すべき，日本武道医学の学生およびOBのみ日本武道医学研修道場に入門で

きる。
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